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ショートステイ（短期入所生活介護、短期入所療養介護） 

における食費の設定について 

 

 
 日頃より、東京都の高齢福祉、保健医療行政につきましては、格別のご協力いただきまして、 

厚く御礼申しあげます。 

 食費の設定につきましては、平成２４年度介護報酬改定に関するＱ＆Ａ（VOL.２）（平成２４年 

３月３０日付）により周知されているところでありますが、食費の設定変更にあたっては、下記手 

続きを踏まえ、適正かつ速やかに利用料（食費）の設定をおこなってください。 

また、本通知及びＱ＆Ａは東京都介護サービス情報に掲載いたしますのでご確認ください。 

 

 

記 
 

１ 食費の設定（改正内容） 

 

（新）平成２４年度介護報酬改定関係Ｑ＆Ａ ←（旧）平成１７年１０月改定関係Ｑ＆Ａ 

特にショートステイ（短期入所生活介護、短期

入所療養介護）については、入所の期間も短いこ

とから、原則として一食ごとに分けて設定する。 

特にショートステイ（短期入所生活介護、短期

入所療養介護）については、入所の期間も短いこ

とから、一食ごとに分けて設定することが望まし

い。 

 

２  食費の設定変更に当たっての注意事項 

 

(1) 運営規程の利用料（食費）の変更（施行年月日の変更含む） 
 

今回の利用料（食費）のみの運営規程の変更の場合は「変更届」不要です。 

他の変更事項（法人及び事業所に関する事項）の「変更届」提出時にあわせて提出してください。 

 

(2) 重要事項説明書の変更にあたっては、利用者への説明・同意が必要です。 

 

 
【問い合わせ先】東京都福祉保健局高齢社会対策部 介護保険課（０３－５３２０－４１７５） 

                                施設支援課（０３－５３２０－４２６４） 

 



平成24年度介護報酬改定Q＆A（Vol.2） （平成24 年3 月30 日） 

 

○ 食費の設定 

 

問42 食費の設定は、朝食、昼食、夕食に分けて設定すべきか。また、そのように 

設定した場合の補足給付はどのようになるのか。 

 

（答） 

食費は利用者と施設の契約により設定するものであり、朝食、昼食、夕食に分けて 

設定することも可能である。特にショートステイ（短期入所生活介護、短期入所療養 

介護）については、入所の期間も短いことから、原則として一食ごとに分けて設定す 

る。 

利用者負担第4 段階の方について、一食ごとの食費の設定をする場合には、利用者 

負担第1 段階から第3 段階の方についてもー食ごとの食費の設定になるものと考える 

が、その際の補足給付の取扱いについては、一日の食費の合計額について、補足給付 

の「負担限度額」に達するまでは補足給付は行われず、「負担限度額」を超える額に 

ついて補足給付が行われることとなる。 

具体的には、例えば、朝食400 円、昼食450 円、夕食530 円と設定した場合、利用 

者負担第3 段階の方であれば、食費の「負担限度額」は650 円であるので、朝食のみ 

（400 円）の場合は補足給付は行われず、朝食と昼食（850円）の場合であれば「負担 

限度額」との差額200 円が補足給付として支給される。 

 

※ 平成17 年10 月Q＆A（平成17 年9 月7 日）問47 は削除する。 

 
 

 

 

平成17年度10月改定関係Q＆A（平成17 年9月7日） 削除 
 

 

（問47）食費の設定は、朝食、昼食、夕食に分けて設定すべきか。また、そのよ 

うに設定した場合の補足給付はどのようになるのか。 

 

（答）  

１ 食費は利用者と施設の契約により設定するものであり、朝食、昼食、夕食に分け 

て設定することも可能である。  

特にショートステイ（短期入所生活介護、短期入所療養介護）については、入所 

の期間も短いことから、一食ごとに分けて設定することが望ましい。  

２ 利用者負担第４段階の方について、一食ごとの食費の設定をする場合には、利用 

者負担第１段階から第３段階の方についても一食ごとの食費の設定になるものと考 

えるが、その際の補足給付の取扱いについては、一日の食費の合計額について、補 

足給付の「負担限度額」に達するまでは補足給付は行われず、「負担限度額」を超 

える額について補足給付が行われることとなる。  

３ 具体的には、例えば、朝食４００円、昼食４５０円、夕食５３０円と設定した場合、 

利用者負担第３段階の方であれば、食費の「負担限度額」は６５０円であるので、 

朝食のみ（４００円）の場合は補足給付は行われず、朝食と昼食（８５０円）の場 

合であれば「負担限度額」との差額２００円が補足給付されることとなる。  

 
 

 


